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平成30年度 産業廃棄物処理の概況

１．産業廃棄物の総排出量
平成30年度における産業廃棄物の総排出量は3,848千トンとなっており、水道業（下水道業を含む。）が1,117千トンで最も多く、以下、建設業が1,082千トン、製造業が877千トンとなっている。
総排出量を種類別にみると、汚泥が1,966千トンで最も多く、次いで、がれき類が828千トンとなっている。
図表１　産業廃棄物の総排出量の推移
[image: image6.emf]　（単位：千t/年）

種類

農業 鉱業 建設業 製造業 水道業 その他

平成30年度 比率 平成29年度

燃え殻

3 0% 2 0 0 1 2 0 0

汚泥

1,996 52% 2,014 0 276 47 542 1,112 19

(255) (269)

廃油

51 1% 52 0 0 4 34 0 12

廃酸

41 1% 19 0 0 1 37 0 2

廃アルカリ

43 1% 65 0 0 3 37 0 3

廃プラスチック類

183 5% 177 0 0 30 90 0 62

紙くず

6 0% 4 0 0 3 2 0 1

木くず

114 3% 80 0 0 95 7 0 12

繊維くず

1 0% 1 0 0 0 0 0 0

動植物性残さ

21 1% 19 0 0 0 20 0 1

ゴムくず

0 0% 0 0 0 0 0 0 0

金属くず

30 1% 39 0 0 9 3 0 18

ガラス・陶磁器

140 4% 118 0 1 32 69 3 35

鉱さい

26 1% 25 0 3 0 22 0 1

がれき類

828 22% 810 0 0 828 0 0 0

ばいじん

6 0% 5 0 0 4 1 2 0

家畜ふん尿

310 8% 306 310 0 0 0 0 0

家畜の死体

0 0% 0 0 0 0 0 0 0

その他

48 1% 31 0 0 24 9 0 15

合計

3,848 100% 3,766 311 280 1,082 877 1,117 180

(2,106) (2,021)

※　(    )内の数値は、汚泥を事業所内での脱水後の汚泥量で捉えたもの。

※　各項目の値を四捨五入しているため、合計が内訳を集計した数値と合わないことがあります。

合計


図表２　産業廃棄物の業種別・種類別の総排出量
　平成30年度に発生した産業廃棄物の処理状況をみると、総排出量3,848千トンのうち、97.1%に当たる3,736千トンが排出事業者または産業廃棄物処理業者により脱水、焼却等の中間処理をされて、そのうち1,967千トン（51.1%）が減量されている。
中間処理後の再生利用量（1,697千トン）と排出事業者等での直接再生利用（79千トン）を合わせた再生利用量は、総排出量の46.2%に当たる1,776千トンとなっている。
直接最終処分量と中間処理後の最終処分量を合わせた最終処分量は105千トンで、総排出量の2.7%となっている。
産業廃棄物の種類別の処理状況は、図表４のとおりである。
図表３　産業廃棄物の排出・処理の流れ
[image: image2.emf]直接再生利用量

再生利用量

79千t 1,776千t

(2.1%) (46.2%)

<78千t>

処理後再生利用量

<1,692千t>

総排出量 処理残さ量 1,697千t

3,848千t 1,769千t (44.1%)

(100.0%) 中間処理量 (46.0%) <1,613千t>

<3,766千t> 3,736千t <1,669千t>

(97.1%)

処理後最終処分量

<3,647千t> 減量化量 72千t

1,967千t (1.9%)

(51.1%) <56千t>

<1,978千t>

直接最終処分量

最終処分量

33千t 105千t

(0.8%) (2.7%)

<41千t>

＜　＞内は、平成29年度値

<96千t>


図表４　産業廃棄物の種類別の処理率
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２．滋賀県廃棄物処理計画目標等の達成状況

滋賀県廃棄物処理計画では、産業廃棄物に関する取組を確実かつ効果的に進めるために、定量的な以下の目標が設定されている。この目標値と平成30年度実績値を比較すると以下のとおりである。

図表５　滋賀県廃棄物処理計画目標等の達成状況
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平成29

年度

平成30

年度

平成32

年度

目標値

最終処分量

万ｔ／年

7.9 8.6 8.8 9.0 9.6 10.5 7.4

参考指標

総排出量

万ｔ／年

366 361 368 366 377 385 365

発生量

万ｔ／年

202 201 204 195 202 211 203

再生利用量

万ｔ／年

177 167 169 165 169 178 177

再生利用率

％

48 46 46 45 45 46 49

実績値


図表６　産業廃棄物処理の概念図（平成30年度）
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資料を訂正しました。


（令和２年９月３日更新）
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